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本
連
合
会
は
六
月
十
七
日
、
東

京
・
新
宿
区
の
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市

ヶ
谷
で
平
成
二
十
六
・
二
十
七
年

度
第
一
回
常
任
理
事
会
を
開
催
し

た
。
こ
の
日
の
議
題
は
、
①
平
成

二
十
六
・
二
十
七
年
度
の
役
員
人

事
②
同
会
務
分
掌
③
平
成
二
十
七

年
度
私
学
関
係
政
府
予
算
概
算
要

求
④
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
が
平

成
二
十
七
年
度
開
設
を
準
備
し
て

い
る
全
寮
制
の
県
立
中
高
一
貫
男

子
校
が
全
国
で
生
徒
募
集
活
動
を

展
開
す
る
問
題
等
。
こ
の
う
ち
役

員
人
事
に
関
し
て
は
、
吉
田
晋
会

長
の
推
薦
理
事
・
推
薦
常
任
理
事

（
七
人
）を
提
案
、
選
任
さ
れ
た
。

続
い
て
会
長
の
会
務
執
行
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
運
営
役
員
（
十
一
人
、

会
長
が
委
嘱
）
が
報
告
さ
れ
、
地

区
選
出
常
任
理
事
の
運
営
役
員
選

任
に
伴
う
補
充
常
任
理
事
が
報

告
、
選
任
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
人

事
は
理
事
会
の
選
任
事
項
だ
が
、

五
月
二
十
日
の
理
事
会
で
常
任
理

事
会
に
選
任
権
限
が
委
譲
さ
れ
て

い
た
。
都
道
府
県
選
出
理
事
の
監

事
選
任
に
伴
う
補
充
理
事
、
理
事

補
充
に
伴
う
評
議
員
が
報
告
さ
れ

た
。
さ
ら
に
平
成
二
十
六
・
二
十

七
年
度
会
務
分
掌
に
関
し
て
は
、

私
学
振
興
部
会
の
部
会
長
に
近
藤

彰
郎
副
会
長
が
、
調
査
研
究
部
会

の
部
会
長
に
實
吉
幹
夫
常
任
理
事

が
、
総
務
広
報
部
会
の
部
会
長
に

堀
井
基
章
副
会
長
が
、
会
計
部
会

の
部
会
長
に
森
本
純
生
常
任
理
事

が
、
特
別
部
会
の
部
会
長
に
吉
田

会
長
が
就
任
し
た
。
以
上
の
五
部

会
の
下
に
設
け
ら
れ
て
い
る
私
学

助
成
委
員
会
、
教
育
制
度
委
員

会
、
義
務
教
育
委
員
会
、
生
徒
収

容
委
員
会
、
調
査
委
員
会
、
総
務

広
報
委
員
会
、
会
計
委
員
会
、
中

高
連
・
日
私
教
研
連
携
委
員
会
の

委
員
長
、
委
員
人
事
も
決
ま
っ
た
。

私
学
助
成
委
員
会
の
委
員
長
は
近

藤
副
会
長
が
、
教
育
制
度
委
員
会

の
委
員
長
は
實
吉
常
任
理
事
が
、

義
務
教
育
委
員
会
の
委
員
長
は
清

水
哲
雄
常
任
理
事
が
、
生
徒
収
容

委
員
会
の
委
員
長
は
長
塚
篤
夫
常

任
理
事
が
、
調
査
委
員
会
の
委
員

長
は
工
藤
誠
一
常
任
理
事
が
、
総

務
広
報
委
員
会
の
委
員
長
は
堀
井

副
会
長
が
、
会
計
委
員
会
の
委
員

長
は
森
本
常
任
理
事
が
、
中
高
連

・
日
私
教
研
連
携
委
員
会
の
委
員

長
は
山
中
幸
平
副
会
長
が
担
当
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
会
務

分
掌
は
吉
田
会
長
が
各
役
員
の
希

望
や
委
員
の
地
域
的
バ
ラ
ン
ス
な

ど
を
考
慮
し
整
理
し
た
も
の
。

こ
の
後
、
平
成
二
十
七
年
度
私

学
関
係
政
府
予
算
概
算
要
求
に
関

し
て
は
、
福
島
康
志
事
務
局
長
が

「
役
員
が
決
定
し
た
の
で
で
き
る

限
り
早
く
私
学
助
成
委
員
会
を
開

催
し
要
望
書
を
ま
と
め
た
い
」
と

述
べ
、
来
年
度
の
、
い
わ
ゆ
る
骨

太
の
方
針
の
動
向
な
ど
が
説
明
さ

れ
た
。
部
会
・
委
員
会
報
告
で

は
、
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
が
生

徒
数
の
減
少
の
続
く
過
疎
地
区
の

高
校
を
衣
替
え
し
て
県
立
の
中
高

一
貫
男
子
校
を
来
春
、
開
設
す
る

準
備
を
進
め
て
お
り
、
県
立
に
も

関
わ
ら
ず
全
国
か
ら
生
徒
を
募

集
、
中
学
校
現
場
の
混
乱
等
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
本
連
合
会
と
し

て
同
県
教
育
委
員
会
と
文
部
科
学

省
に
対
し
て
改
善
を
求
め
た
要
望

書
を
提
出
し
た
こ
と
、
特
に
六
月

二
十
日
に
来
訪
し
た
鹿
児
島
県
教

委
の
担
当
者
に
は
直
接
、
本
連
合

会
の
意
向
を
伝
え
た
こ
と
な
ど
が

説
明
さ
れ
た
。（
本
連
合
会
の
要
望

概
要
を
五
面
に
掲
載
）

ま
た
山
梨
県
で
今
年
二
月
に
発

生
し
た
記
録
的
な
大
雪
の
被
害
に

あ
っ
た
私
立
中
学
高
等
学
校
三
校

か
ら
被
害
状
況
（
総
額
約
二
千
九

百
万
円
）
の
報
告
と
私
学
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
基
金
の
見
舞
金
申
請
が
あ

っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
規
定
に

従
い
三
校
で
総
額
百
十
万
円
の
見

舞
金
を
贈
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
発
行

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
丁
目
二
番
二
五
号

（
私
学
会
館
内
）
郵
便
番
号
一
〇
二
�
〇
〇
七
三

電
話

〇
三
（
三
二
六
二
）
二
八
二
八
・
一
六
一
五

購
読
料
は
一
年
で
三
千
円
（
会
費
に
含
め
て
徴
収
）

主主なな内内容容
第
１
回
協
会
長
・
事
務
局
長
会
議
…
…
２
面

４
月
１０
日
付
生
徒
数
調
査
結
果
…
…
…
４
面

本
連
合
会
が
意
見
書
・
要
望
書
…
…
…
５
面

日
私
教
研
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
８
面

平成２６・２７年度

役
員
体
制
が
最
終
確
定

第
１
回
常
任
理
事
会
を
開
催

鹿
児
島
県
立
中
高
一
貫
校
問
題
報
告

平成２６・２７年度部会・委員会
委員会名

私学助成委員会
委員長 近藤 彰郎

教育制度委員会
委員長 實吉 幹夫

義務教育委員会
委員長 清水 哲雄

生徒収容委員会
委員長 長塚 篤夫

調査委員会
委員長 工藤 誠一

総務広報委員会
委員長 堀井 基章

会計委員会
委員長 森本 純生

中高連・日私教研
連携委員会

委員長 山中 幸平

部 会 名

私学振興部会
部 会 長 近藤 彰郎
副部会長 新田光之助

調査研究部会
部 会 長 實吉 幹夫
副部会長 工藤 誠一

総務広報部会
部 会 長 堀井 基章
副部会長 大羽 克弘

会計部会
部 会 長 森本 純生
副部会長 摺河 祐彦

特別部会
部 会 長 吉田 晋
副部会長 山中 幸平

www.chukoren.jp

第
１
回
常
任
理
事
会
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本
連
合
会
は
六
月
十
七
日
、
東

京
・
新
宿
区
の
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市

ヶ
谷
で
「
平
成
二
十
六
年
度
第
一

回
協
会
長
・
事
務
局
長
会
議
」
を

開
催
し
た
。
こ
の
日
は
文
部
科
学

省
の
担
当
官
三
人
を
招
き
、
私
学

行
政
や
初
等
中
等
教
育
行
政
、
教

育
再
生
実
行
会
議
の
最
新
情
勢
等

の
報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

報
告
を
行
っ
た
の
は
、
常
盤
豊

・
高
等
教
育
局
私
学
部
長
、
前
川

喜
平
・
初
等
中
等
教
育
局
長
、
髙

橋
道
和
・
内
閣
官
房
審
議
官
教
育

再
生
実
行
会
議
担
当
室
長
。

こ
の
中
で
常
盤
私
学
部
長
は
、

平
成
二
十
六
年
度
私
学
助
成
予
算

の
概
要
や
私
立
学
校
を
取
り
巻
く

情
勢
等
を
、
続
い
て
前
川
局
長
は

教
育
再
生
実
行
会
議
の
こ
れ
ま
で

の
提
言
の
概
要
を
説
明
、
ま
た
創

設
に
向
け
中
央
教
育
審
議
会
で
具

体
化
の
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る

達
成
度
テ
ス
ト
を
含
む
大
学
入
試

改
革
の
現
状
等
を
報
告
し
た
。

髙
橋
室
長
は
、
教
育
再
生
実
行

会
議
の
最
新
情
勢
や
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

予
算
関
係
で
は
、
平
成
二
十
六

年
度
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助

成
費
等
補
助
は
千
四
十
億
円
を
獲

得
で
き
過
去
最
高
額
と
な
っ
た
。

ま
た
私
学
の
皆
様
の
尽
力
で
厳
し

か
っ
た
耐
震
改
築
補
助
に
突
破
口

が
開
け
た
。
こ
れ
を
機
に
耐
震
化

を
急
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ

れ
ぞ
れ
の
県
で
の
対
応
の
充
実
を

促
進
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
税
制
で

は
個
人
か
ら
の
寄
付
で
税
額
控
除

適
用
に
必
要
な
要
件
の
撤
廃
が
必

要
。（
現
在
の
要
件
で
は
）
小
規
模

な
学
校
法
人
で
は
現
実
に
は
税
額

控
除
を
活
用
で
き
な
い
。
見
直
し

を
強
力
に
進
め
た
い
。
制
度
関
係

で
は
、
私
立
学
校
法
の
一
部
改
正

案
が
成
立
、
四
月
二
日
に
公
布
・

施
行
と
な
っ
た
。
私
学
の
自
主
性

と
公
共
性
の
バ
ラ
ン
ス
に
最
大
限

配
慮
し
た
内
容
と
し
た
。
教
育
再

生
に
関
し
て
は
、
大
学
に
グ
ロ
ー

バ
ル
化
、
新
し
い
価
値
の
創
造
、

社
会
人
の
学
び
直
し
、
ガ
バ
ナ
ン

ス
改
革
等
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

世
界
的
に
希
有
な
人
口
減
少
の
中

で
地
方
の
教
育
、
雇
用
を
充
実
し

よ
う
と
、
地
方
の
活
性
化
の
問
題

意
識
も
出
始
め
て
い
る
。

「
達
成
度
テ
ス
ト
」
の
基
礎
レ

ベ
ル
に
つ
い
て
は
中
央
教
育
審
議

会
の
高
等
学
校
教
育
部
会
で
、
発

展
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
は
高
大
接
続

特
別
部
会
で
検
討
し
て
い
る
。
各

大
学
が
て
い
ね
い
に
志
願
者
の
資

質
を
み
る
、
そ
の
た
め
の
前
提
と

し
て
の
テ
ス
ト
で
あ
る
。
た
だ
し

大
学
が
て
い
ね
い
な
選
抜
が
で
き

る
の
か
疑
問
だ
。
達
成
度
テ
ス
ト

だ
け
で
選
抜
す
る
大
学
が
出
て
く

る
の
で
は
な
い
か
。

高
校
側
か
ら
す
る
と
、
あ
ま
り

早
い
時
期
に
達
成
度
テ
ス
ト
を
実

施
す
る
と
高
校
教
育
の
目
的
が
達

成
度
テ
ス
ト
に
シ
フ
ト
し
て
し
ま

う
。
予
備
校
が
絡
ん
で
く
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。

就
学
支
援
金
に
関
し
て
は
、
授

業
料
が
限
度
額
ま
で
達
し
て
い
な

け
れ
ば
、
施
設
設
備
費
を
下
げ
そ

の
分
を
充
当
し
、
授
業
料
を
限
度

額
ま
で
引
き
上
げ
て
も
問
題
は
な

い
。
そ
れ
は
こ
の
制
度
の
目
的
が

家
計
の
負
担
軽
減
に
あ
る
た
め
。

教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は
避
け
て
通

れ
な
い
課
題
。
私
立
高
等
学
校
等

Ｉ
Ｔ
教
育
設
備
整
備
推
進
事
業
の

補
助
金
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

私
は
教
育
再
生
実
行
会
議
が
今

後
、
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
を
中

心
に
報
告
し
た
い
。
五
歳
児
に
関

し
て
は
義
務
教
育
に
位
置
付
け
て

い
く
。
５
歳
児
の
質
を
高
め
、
幼

稚
園
と
小
学
校
の
段
差
を
埋
め
て

い
く
。
し
か
し
義
務
教
育
の
無
償

化
は
簡
単
に
は
い
か
な
い
。
ま
た

小
・
中
学
校
の
一
貫
教
育
を
市
町

村
の
判
断
で
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。
中
教
審
で
も
早
い
段
階
で
審

議
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た

複
数
の
免
許
の
取
得
を
緩
和
す

る
。
特
別
免
許
状
に
つ
い
て
も

も
っ
と
弾
力
的
に
扱
う
。

職
業
教
育
に
関
し
て
は
、
専
門

学
校
の
位
置
付
け
が
不
明
確
な
の

で
、
職
業
教
育
に
重
き
を
置
い
た

一
条
校
を
制
度
化
し
た
ら
ど
う
か

と
い
う
こ
と
が
出
て
い
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
戦
後
の
大
き
な
改
革

と
な
る
。
義
務
教
育
の
年
限
延
長

は
す
ぐ
に
は
で
き
な
い
が
、
一
石

を
投
じ
て
い
く
。

七
月
上
旬
に
は
提
言
を
と
り
ま

と
め
、
座
長
か
ら
総
理
に
提
出
さ

れ
る
。
そ
の
後
、
教
育
再
生
実
行

会
議
が
ど
う
な
る
か
は
現
段
階
で

は
何
も
決
ま
っ
て
い
な
い
。

平

成

２６
年
度

第
１
回
協
会
長
・
事
務
局
長
会
議
開
催

私学行政全般
について��
文部科学省

高等教育局私学部長

常盤 豊氏

初等中等教育行政
全般について��
文部科学省

初等中等教育局長

前川 喜平氏

教育再生実行会議による
提言、審議動向について
内閣官房審議官

教育再生実行会議担当室長

�橋 道和氏

第１回協会長・事務局長会議

文
科
省
等
の
担
当
官
３
人
が
報
告
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本
連
合
会
は
五
月
二
十
日
、
東

京
・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
第
百

七
十
二
回
理
事
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
吉
田
晋
会
長
は
、
中
高

一
貫
教
育
校
の
導
入
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
な
公
立
学
校
の
私
学
化
に

関
し
て
、「
税
金
を
投
入
し
て
良

い
生
徒
を
集
め
る
の
が
公
教
育

か
。
私
学
に
通
う
生
徒
の
負
担
は

ど
う
な
る
の
か
。
私
立
の
中
学
、

小
学
校
に
関
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る

グ
リ
ー
ン
車
論
が
言
わ
れ
る
が
、

公
立
学
校
で
も
そ
う
し
た
（
特
色

あ
る
）
教
育
が
始
ま
っ
て
い
る
。

今
後
、
こ
の
問
題
を
俎
上
に
上
げ

な
い
と
い
け
な
い
。
皆
様
と
力
を

合
わ
せ
て
小
さ
い
こ
と
か
ら
頑
張

っ
て
い
く
二
年
間
に
し
た
い
」
と

語
っ
た
。
そ
の
後
、議
事
に
入
り
、

初
め
に
全
国
私
学
退
職
金
団
体
連

合
会
の
会
長
を
本
連
合
会
の
常
任

理
事
と
す
る
本
連
合
会
の
会
則
の

一
部
変
更
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
れ

は
全
退
連
の
事
務
局
が
現
在
、
本

連
合
会
に
あ
る
が
、
今
後
、
東

京
都
私
学
財
団
に
移
る
予
定
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
改
め
て
連
携

を
図
る
た
め
全
退
連
会
長
を
常

任
理
事
に
加
え
る
も
の
で
、
原

案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て

平
成
二
十
六
・
二
十
七
年
度
役

員
人
事
に
関
し
て
は
、
ブ
ロ
ッ

ク
ご
と
に
選
出
さ
れ
た
九
人
の

副
会
長
が
報
告
さ
れ
た
。
ま

た
、
副
会
長
選
任
に
伴
う
補
充

理
事
候
補
者
、
特
例
理
事
、
地

区
推
薦
常
任
理
事
候
補
者
、
特

例
常
任
理
事
、
顧
問
の
委
嘱
が
提

案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
通
り
選

任
あ
る
い
は
承
認
さ
れ
た
。
た
だ

し
会
長
推
薦
の
常
任
理
事
、
運
営

役
員
選
出
に
伴
う
補
充
常
任
理
事

に
つ
い
て
は
ま
だ
候
補
者
が
決
定

し
て
い
な
い
た
め
、
選
任
の
権
限

を
六
月
十
七
日
の
常
任
理
事
会
に

委
譲
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
平
成
二
十
五
年
度
事
業

報
告
案
、
同
決
算
報
告
案
・
同
監

査
報
告
に
つ
い
て
は
続
い
て
開
か

れ
る
評
議
員
会
に
理
事
も
出
席
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
評
議
員
会
で

一
括
審
議
す
る
こ
と
が
提
案
さ

れ
、
了
承
さ
れ
た
。

最
後
に
、
今
後
の
会
議
の
開
催

予
定
に
関
し
て
、
福
島
康
志
事
務

局
長
か
ら
六
月
十
七
日
の
常
任
理

事
会
終
了
後
に
第
一
回
協
会
長
・

事
務
局
長
会
議
を
開
催
し
、
文
部

科
学
省
や
内
閣
府
教
育
再
生
実
行

会
議
担
当
室
か
ら
私
学
助
成
・
制

度
、
中
教
審
の
審
議
動
向
、
改
革

の
現
状
や
今
後
の
見
通
し
な
ど
に

つ
い
て
報
告
を
頂
く
予
定
な
ど
が

説
明
さ
れ
、
終
了
と
な
っ
た
。

理
事
会
終
了
後
、
同
じ
私
学
会

館
内
で
第
百
四
十
五
回
評
議
員
会

が
開
か
れ
た
。
冒
頭
、
吉
田

会
長
は
都
道
府
県
の
授
業
料

軽
減
措
置
の
財
源
で
あ
る
修

学
支
援
基
金
が
枯
渇
寸
前
で

授
業
料
軽
減
措
置
の
今
後
が

懸
念
さ
れ
る
こ
と
や
、
鹿
児

島
県
の
県
立
中
高
一
貫
校
の

他
県
で
の
出
張
入
試
問
題
に

つ
い
て
鹿
児
島
県
教
育
委
員

会
に
要
望
書
を
提
出
す
る
こ

と
な
ど
を
報
告
、
ま
た
公
立

学
校
に
つ
い
て
は
税
金
で
賄

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
平
等

と
い
う
観
点
や
特
別
な
支
援
が
必

要
な
生
徒
へ
の
教
育
の
役
割
が
大

事
だ
な
ど
と
語
っ
た
。
そ
の
後
の

議
事
で
は
、
理
事
会
で
提
案
、
承

認
さ
れ
た
会
則
の
一
部
変
更
（
全

退
連
会
長
を
常
任
理
事
に
す
る

件
）
が
説
明
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
副
会
長
人
事
も
承
認
さ
れ
、

常
任
理
事
の
陣
容
が
報
告
さ
れ

た
。
会
長
推
薦
常
任
理
事
等
に
つ

い
て
は
理
事
会
の
権
限
が
六
月
の

常
任
理
事
会
に
委
譲
さ
れ
た
た

め
、
そ
の
常
任
理
事
会
で
審
議
す

る
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。
続

い
て
監
事
の
選
任
が
行
わ
れ
、
各

地
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
選
衡
委
員

九
人
が
別
室
で
協
議
、
そ
の
結

果
、
髙
木
茂
・
高
木
学
園
女
子
高

校
長
、
山
本
与
志
春
・
学
校
法
人

青
山
学
院
常
務
理
事
、
長
谷
川
了

・
学
校
法
人
聖
隷
学
園
理
事
長
の

監
事
が
選
任
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
平
成
二
十
五
年
度
事

業
報
告
が
實
吉
幹
夫
常
任
理
事
か

ら
行
わ
れ
、
予
算
面
で
は
過
去
最

高
額
の
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費

助
成
費
等
補
助
の
獲
得
、
耐
震
改

築
補
助
の
実
現
、
就
学
支
援
金
へ

の
所
得
制
限
の
導
入
と
拡
充
実
現

な
ど
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
、
そ
の
他
教
育
改

革
へ
の
対
応
や
生
徒
収
容
対
策
な

ど
を
報
告
、
承
認
さ
れ
た
。
平
成

二
十
五
年
度
決
算
報
告
案
に
つ
い

て
は
福
島
事
務
局
長
が
説
明
、
そ

の
後
監
事
に
よ
る
監
査
報
告
の

後
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
続

く
部
会
・
委
員
会
報
告
で
は
、
福

島
事
務
局
長
か
ら
中
央
教
育
審
議

会
の
高
大
接
続
特
別
部
会
と
高
等

学
校
教
育
部
会
に
意
見
書
を
提
出

し
た
こ
と
、
四
月
十
日
現
在
で
調

査
し
た
高
校
と
中
学
校
の
生
徒
数

調
査
結
果
等
が
報
告
さ
れ
た
。

第１４５回評議員会

３
人
の
監
事
を
決
め
る

平
成
２５
年
度
事
業
報
告
等
を
承
認

第１７２回理事会

副
会
長

な

ど

役
員
人
事
体
制
を
決
定

会
則
の
一
部
変
更
を
承
認

理
事
会
の
冒
頭
あ
い
さ
つ
す
る

吉
田
会
長

第
１
４
５
回
評
議
員
会
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平成２６年４月１０日現在都道府県別私立高等学校
生徒数と前年度との比較

注：（１）中等教育学校（後期課程）を含む。同未稼働校を含む。（２）通信制を
除く。（３）分校を含む。（４）専攻科生徒数は、２６年度６,１７９人（外数）。別
科は該当校なし。（５）高校全・定併置校、中等教育学校（後期課程）はそれ
ぞれ１校とする。（６）〔三重〕株式会社ウィッツ青山学園高校（全日制）を
含む。

２６年度
対前年度増減数

総生徒数
（４月１０日現在調査）

学校数（休校含む）
都　道　府　県 ２６年度

（４月１０日現在） 総生徒数１学年計
3024429,93551北 海 道
30▲229,21517青 森
1421286,61713岩 手
51035017,10919宮 城
▲16▲162,6355秋 田
621189,17415山 形
36920310,68818福 島
158▲5612,34916新 潟
590▲20920,74926茨 城
251▲1216,87516栃 木
28019612,61813群 馬
1,40722354,51548埼 玉
9316948,29655千 葉
270▲269,94881神 奈 川
1,5851,138175,588237東 京
▲27▲266,09210富 山
236637,84610石 川
2141346,0917福 井
23266,29411山 梨
2974910,43816長 野
25442811,23915岐 阜
41426231,90943静 岡
76938760,44356愛 知
1352210,81214三 重
77▲837,83311滋 賀

1,42324630,76740京 都
1,566▲28497,00696大 阪
61640736,85952兵 庫
3574011,00517奈 良
0▲504,6018和 歌 山
1513,1168鳥 取
921753,96510島 根
3819716,86024岡 山
31932323,00136広 島
144▲4810,31120山 口
10▲288243徳 島
64▲196,04110香 川
8202989,48514愛 媛
▲24▲465,5289高 知
2935852,63560福 岡
▲59▲1465,9799佐 賀
441612,48222長 崎
45218216,82621熊 本
▲6▲718,37214大 分

▲117▲1279,79015宮 崎
701313,99321鹿 児 島
43272,7934沖 縄

15,7664,4781,037,5471,336計
対前年度
1.5％増
減少県６

対前年度
1.3％増
減少県１７

1,030,636計のうち高校全日制生徒数
2,907計のうち高校定時制生徒数
4,004計のうち中等教育学校（後期・全日）生徒数

（単位：校、人）

本
連
合
会
は
、
今
年
四
月
十
日

現
在
で
平
成
二
十
六
年
度
私
立
高

校
・
中
学
校
（
い
ず
れ
も
中
等
教

育
学
校
を
含
む
）
の
入
学
者
数
、

生
徒
数
を
調
査
し
た
が
、
そ
の
集

計
結
果
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
っ

た
。集

計
結
果
に
よ
る
と
、
全
国
の

私
立
高
校
に
入
学
し
た
生
徒
は
前

年
度
よ
り
四
千
四
百
七
十
八
人

（
一
・
三
％
）
増
え
て
三
十
五
万

九
千
三
百
六
十
人
と
な
っ
た
。
入

学
生
を
都
道
府
県
別
に
み
る
と
、

三
十
都
道
府
県
で
前
年
度
よ
り
増

加
し
て
い
た
が
、
十
七
府
県
で
は

前
年
度
と
比
べ
減
少
し
て
い
た
。

新
一
年
生
を
加
え
た
私
立
高
校

の
総
生
徒
数
は
前
年
度
比
一
万
五

千
七
百
六
十
六
人
増
の
百
三
万
七

千
五
百
四
十
七
人
。
総
生
徒
数
の

前
年
度
比
増
加
率
は
一
・
五
％
。

四
十
七
都
道
府
県
の
内
、
前
年
度

と
比
べ
四
十
一
都
道
府
県
で
生
徒

数
が
増
加
、
残
る
六
県
で
は
生
徒

数
が
減
少
ま
た
は
増
加
が
な
か
っ

た
。
生
徒
の
増
減
数
は
私
立
高
校

数
が
都
道
府
県
ご
と
に
大
き
く
異

な
る
た
め
、
単
純
に
比
較
で
き
な

い
が
、
埼
玉
県
、
東
京
都
、
京
都

府
、
大
阪
府
で
千
人
を
上
回
る
生

徒
数
の
増
加
と
な
っ
て
い
た
。

総
生
徒
数
百
三
万
七
千
五
百
四

十
七
人
の
内
、
百
三
万
六
百
三
十

六
人
が
高
校
全
日
制
の
生
徒
、
二

千
九
百
七
人
が
定
時
制
の
生
徒
、

四
千
四
人
が
中
等
教
育
学
校
（
後

期
課
程
・
全
日
制
）
の
生
徒
だ
っ

た
。
学
校
数
は
休
校
を
含
め
て
千

三
百
三
十
六
校
で
前
年
度
と
同
数

だ
っ
た
が
、
そ
の
中
に
は
新
設
校

三
校
が
あ
り
、
廃
止
校
が
三
校
、

募
集
停
止
校
が
二
校
、
休
校
が
一

校
あ
り
結
果
と
し
て
前
年
度
と
同

数
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
学
校
の

増
減
は
東
日
本
地
域
の
県
で
多
く

見
ら
れ
、
新
設
校
が
あ
っ
た
の
は

新
潟
県
、
茨
城
県
、
鳥
取
県
、
廃

止
校
が
あ
っ
た
の
は
北
海
道
、
宮

城
県
、
福
島
県
で
あ
っ
た
。

一
方
、
私
立
中
学
校
の
生
徒
募

集
は
公
立
中
高
一
貫
教
育
校
の
増

加
で
全
国
的
に
厳
し
い
状
況
が
長

年
続
い
て
い
る
。

今
回
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

平
成
二
十
六
年
度
入
学
者
数
は
八

万
二
千
九
百
八
十
三
人
で
、
前
年

度
と
比
べ
て
九
百
五
十
六
人
減
少

し
て
い
た
。
入
学
者
数
が
前
年
度

と
比
べ
減
少
と
な
っ
た
の
は
二
十

三
都
道
府
県
で
、
東
京
都
や
大
阪

府
と
い
っ
た
大
都
市
圏
で
も
減
少

が
見
ら
れ
た
。
た
だ
し
福
岡
県
で

は
増
加
し
て
い
た
。

総
生
徒
数
に
つ
い
て
は
、
前
年

度
比
で
三
千
七
百
二
十
四
人
減
り

二
十
四
万
九
千
七
百
四
十
五
人
と

な
っ
た
。

そ
の
う
ち
二
十
四
万
五
千
八
百

二
十
九
人
が
中
学
校
の
生
徒
で
、

三
千
九
百
十
六
人
が
中
等
教
育
学

校
前
期
課
程
の
生
徒
だ
っ
た
。

学
校
数
は
前
年
度
よ
り
六
校
多

い
七
百
九
十
四
校
だ
っ
た
。

中
学
校
の
新
設
校
が
あ
っ
た
の

は
北
海
道
、
茨
城
県
、
長
野
県
、

静
岡
県
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
鳥

取
県
、
沖
縄
県
で
、
廃
止
校
が
あ

っ
た
の
は
山
形
県
、
長
崎
県
で
、

そ
の
ほ
か
募
集
停
止
、
休
校
も
見

ら
れ
た
。

本
連
合
会

調

べ

平
成
２６
年
度
私
立
高
校
生
約
１０４
万
人
に

新
一

年
生

３０
都
道
府
県
で
前
年
度
よ
り

増
加
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本
連
合
会
は
五
月
七
日
、
中
央

教
育
審
議
会
の
二
つ
の
審
議
報
告

に
対
し
て
意
見
書
を
提
出
し
た
。

一
つ
は
「
初
等
中
等
教
育
分
科

会
高
等
学
校
教
育
部
会
審
議
ま
と

め
（
案
）」
に
対
す
る
も
の
。

同
部
会
は
高
校
教
育
の
質
の
確

保
・
向
上
を
図
る
た
め
の
考
え
方

と
方
策
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
て

き
た
。
昨
年
秋
か
ら
は
「
達
成
度

テ
ス
ト
（
基
礎
レ
ベ
ル
）」（
仮
称
）

の
在
り
方
が
議
題
に
加
わ
り
、
ま

と
め
案
も
そ
の
目
的
や
内
容
、
実

施
方
法
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

こ
う
し
た
ま
と
め
に
本
連
合
会

は
特
に
、
国
が
こ
れ
ま
で
高
校
教

育
の
多
様
化
を
促
し
て
き
た
こ
と

と
、
達
成
度
テ
ス
ト
（
基
礎
レ
ベ

ル
）
と
い
う
一
律
の
基
準
で
学
力

を
測
ろ
う
と
す
る
施
策
と
の
隔
た

り
を
指
摘
。
現
在
の
高
校
教
育
は

千
差
万
別
。
そ
の
た
め
「
同
一
基

準
に
よ
っ
て
判
定
す
る
こ
と
は
、

結
局
の
と
こ
ろ
、
不
可
能
で
は
な

い
の
か
」「
現
在
の
高
校
教
育
の

質
の
確
保
・
向
上
は
、
学
力
や
人

間
力
を
併
せ
て
育
む
と
い
う
意
味

で
、
各
学
校
に
委
ね
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
」「
た
だ
知
識
量

や
学
力
さ
え
修
得
す
れ
ば
よ
い
と

い
う
風
潮
に
な
ら
な
い
か
危
惧
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
な
ど
、
審
議

の
根
本
に
対
し
て
疑
問
を
投
げ
か

け
た
。
そ
の
上
で
、
初
等
中
等
教

育
で
求
め
る
べ
き
資
質
は
「
常
に

目
の
前
の
課
題
と
向
き
合
い
、
そ

の
解
決
に
向
け
て
学
び
、
努
力
を

続
け
る
習
慣
の
基
礎
を
育
む
こ
と

で
は
な
い
の
か
」
と
し
た
。

も
う
一
つ
は
「
高
大
接
続
特
別

部
会
審
議
経
過
報
告
（
案
）」
に

対
す
る
意
見
。

同
特
別
部
会
は
「
達
成
度
テ
ス

ト
（
発
展
レ
ベ
ル
）」（
仮
称
）
導

入
な
ど
に
よ
る
大
学
入
学
者
選
抜

の
改
善
と
、
高
校
教
育
と
大
学
教

育
の
接
続
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ

て
き
た
。

本
連
合
会
は
、「
今
回
示
さ
れ

た
新
た
な
入
試
制
度
の
理
念
に
は

共
感
で
き
る
部
分
も
あ
る
」
と
一

定
の
理
解
を
示
し
つ
つ
、
解
決
す

べ
き
課
題
が
あ
ま
り
に
も
多
く
、

実
現
性
に
乏
し
い
と
指
摘
。
全
て

の
大
学
が
新
テ
ス
ト
を
導
入
し
な

か
っ
た
場
合
は
入
試
が
一
層
複
雑

化
す
る
、
と
い
っ
た
懸
念
を
挙
げ

て
「
拙
速
に
導
入
す
れ
ば
教
育
現

場
に
混
乱
を
招
く
の
は
必
至
」
と

指
摘
し
た
。
ま
た
、
学
校
行
事
や

部
活
動
に
及
ぼ
す
影
響
も
懸
念

し
、「
多
面
的
総
合
的
な
評
価
を

実
施
す
る
と
い
う
理
念
と
裏
腹

に
、
人
間
教
育
の
機
会
に
影
響
が

出
る
こ
と
に
な
っ
て
は
本
末
転

倒
」
と
し
、
慎
重
か
つ
現
実
を
踏

ま
え
た
議
論
と
検
討
を
さ
ら
に
重

ね
て
い
く
こ
と
を
求
め
た
。

大
学
生
の
学
習
意
欲
の
低
下
等

の
原
因
が
高
校
教
育
に
あ
る
と
す

る
主
張
に
対
し
て
は
「
理
解
に
苦

し
む
」
と
し
て
、
各
高
校
は
責
任

を
持
っ
て
生
徒
を
教
育
・
指
導
し

て
い
る
と
主
張
。
大
学
生
の
学
力

低
下
へ
の
対
応
は
、
ま
ず
各
大
学

が
「
自
ら
の
基
準
に
相
応
し
い
者

を
選
抜
し
て
入
学
さ
せ
れ
ば
良
い

だ
け
」
で
あ
り
、
相
応
の
学
力
等

を
持
た
な
い
者
の
入
学
を
認
め
る

の
で
あ
れ
ば
「
そ
の
大
学
が
責
任

を
持
っ
て
教
育
す
べ
き
こ
と
が
教

育
機
関
と
し
て
の
基
本
で
あ
る
」

と
の
考
え
方
を
示
し
た
。

来
年
度
開
校
す
る
鹿
児
島
県
立

中
高
一
貫
教
育
校
（
校
名
は
楠
隼

中
学
校
・
楠
隼
高
校
）
が
、
全
国

の
主
要
都
市
で
生
徒
募
集
活
動
を

行
う
こ
と
な
ど
に
関
し
て
、
本
連

合
会
は
五
月
三
十
日
付
で
鹿
児
島

県
教
育
委
員
会
の
六
反
省
一
教
育

長
に
県
外
で
の
生
徒
募
集
活
動
に

つ
い
て
適
切
な
対
応
を
求
め
る
要

望
書
を
送
付
し
た
。

ま
た
六
月
三
日
付
で
文
部
科
学

省
の
前
川
喜
平
初
等
中
等
教
育
局

長
に
も
県
立
中
高
一
貫
教
育
校
に

よ
る
当
該
県
以
外
で
の
生
徒
募
集

活
動
の
実
態
検
証
、
健
全
な
学
校

教
育
体
制
を
維
持
す
る
観
点
か
ら

適
切
な
対
応
を
要
望
し
た
。

楠
隼
は
大
隅
地
区
の
振
興
対
策

の
一
環
と
し
て
設
け
ら
れ
る
全
国

初
の
全
寮
制
中
高
一
貫
の
男
子

校
、
募
集
人
員
は
中
学
、
高
校
と

も
六
十
人
。
同
校
の
所
在
す
る
肝

付
町
の
ほ
か
、
鹿
児
島
市
、
東
京

都
内
、
大
阪
市
、
福
岡
市
で
入
学

者
選
抜
を
実
施
し
、
学
校
説
明
会

は
札
幌
市
や
盛
岡
市
な
ど
を
含
め

全
国
二
十
二
会
場
で
開
催
す
る
。

本
連
合
会
は
、
こ
う
し
た
県
立

校
の
枠
組
み
を
超
え
る
活
動
に
つ

い
て
は
、
小
学
校
や
中
学
校
の
児

童
生
徒
や
教
育
に
無
用
の
混
乱
を

与
え
な
い
よ
う
配
慮
し
て
入
試
実

施
日
を
設
定
す
る
な
ど
各
都
道
府

県
内
の
国
公
私
立
学
校
が
築
い
て

き
た
信
頼
関
係
へ
の
影
響
は
大
き

く
、
混
乱
は
必
至
と
指
摘
、
全
国

各
都
道
府
県
の
健
全
な
学
校
教
育

体
制
を
維
持
す
る
観
点
か
ら
適
切

な
対
応
を
強
く
要
望
し
た
。
同
校

に
関
し
て
は
、
本
連
合
会
は
昨
年

十
月
に
県
教
委
の
主
任
指
導
主
事

か
ら
説
明
を
受
け
た
が
、
そ
の
際

口
頭
で
伝
え
た
疑
問
点
な
ど
へ
の

回
答
が
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
た

た
め
、
要
望
書
提
出
と
な
っ
た
。

ま
た
現
行
制
度
上
で
明
確
な
禁
止

規
定
が
な
い
こ
と
が
今
回
の
県
立

校
の
全
国
生
徒
募
集
を
許
す
結
果

と
な
っ
て
い
る
が
、
本
連
合
会
は
、

「
明
確
な
禁
止
規
定
が
な
い
こ
と

か
ら
何
を
行
っ
て
も
許
さ
れ
る
と

い
う
短
絡
的
な
判
断
で
事
足
り
る

は
ず
は
な
い
」
と
し
て
、
教
育
に

携
わ
る
者
と
し
て
、
改
め
て
健
全

な
学
校
教
育
体
制
を
維
持
す
る
観

点
か
ら
適
切
な
対
応
を
要
望
し

た
。
楠
隼
問
題
を
討
議
し
た
本
連

合
会
の
六
月
十
七
日
の
常
任
理
事

会
で
は
、
そ
の
ほ
か
同
校
が
リ
ー

ダ
ー
養
成
か
ら
女
子
を
排
除
し
て

い
る
こ
と
や
中
学
六
十
人
、
高
校

六
十
人
の
募
集
に
全
国
で
募
集
活

動
を
展
開
す
る
採
算
性
を
度
外
視

し
た
費
用
を
投
じ
て
い
る
こ
と
を

問
題
視
す
る
意
見
も
聞
か
れ
た
。

県
立
校
の
全
国
募
集
、
混
乱
必
至

楠
隼
問
題
で
鹿
児
島
県
教
委
に
要
望
書

中
教
審
の
２
つ
の
部
会
に
意
見
書

同
一
基
準
に
よ
る
判
定
、
不
可
能
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全
国
私
学
退
職
金
団
体
連
合
会

は
六
月
二
十
三
日
、
東
京
の
私
学

会
館
で
平
成
二
十
六
年
度
総
会
を

開
き
、
�
写
真
�
新
年
度
の
事
業

計
画
等
を
決
定
し
た
ほ
か
、
こ
れ

ま
で
日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連

合
会
に
置
い
て
い
た
事
務
局
を
退

職
金
事
業
に
専
門
性
を
持
つ
東
京

都
私
学
財
団
に
移
管
す
る
こ
と
を

決
め
た
。
ま
た
平
成
二
十
六
年
度

役
員
の
選
任
も
行
わ
れ
、
公
益
財

団
法
人
東
京
都
私
学
財
団
の
嘉
悦

克
理
事
長
が
新
会
長
に
就
任
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。
副
会
長
は
、

工
藤
誠
一
・
公
益
財
団
法
人
神
奈

川
県
私
学
退
職
基
金
財
団
理
事

長
、
野
田
賢
治
・
公
益
財
団
法
人

大
阪
府
私
学
総
連
合
会
理
事
長
の

二
人
。

平
成
二
十
六
年
度
の
事
業
計

画
、
同
収
支
予
算
案
も
原
案
通
り

承
認
さ
れ
た
。

全
退
連
の
事
務
局
に
つ
い
て
は

昭
和
四
十
二
年
以
降
、
中
高
連
が

引
き
受
け
て
き
た
。
当
時
は
私
学

退
職
金
団
体
に
つ
い
て
は
ま
だ
全

都
道
府
県
に
整
備
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。
し
か
し
四
十
七
年
が
経

過
、
私
学
退
職
金
団
体
も
全
都
道

府
県
で
整
備
が
完
了
、
公
益
法
人

改
革
へ
の
対
応
も
終
了
し
た
こ
と

か
ら
、
今
後
の
事
業
に
つ
い
て
は

退
職
金
事
業
に
専
門
性
を
持
つ
団

体
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
る
こ
と

と
な
っ
た
も
の
。

こ
の
日
は
平
成
二
十
七
年
度
か

ら
の
新
体
制
の
た
め
の
会
則
の
一

部
改
正
案
が
提
示
さ
れ
、
検
討
を

行
っ
た
。
そ
の
中
で
は
出
席
の
団

体
か
ら
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
理
事
会
で
文
言
の
修

正
等
を
検
討
、
会
則
の
改
正
案
を

再
度
作
成
し
、
各
都
道
府
県
の
私

学
退
職
金
団
体
に
諮
っ
た
上
で
決

定
す
る
方
針
。

平
成
二
十
六
年
度
の
事
業
計
画

は
、
都
道
府
県
私
学
退
職
金
団
体

の
充
実
・
振
興
に
関
す
る
事
業
、

全
退
連
の
業
務
に
関
す
る
検
討
な

ど
で
、
具
体
的
に
は
実
態
調
査
及

び
会
議
等
の
実
施
方
法
を
検
討
す

る
。
そ
の
ほ
か
会
議
の
開
催
な
ど

を
行
う
計
画
。
実
態
調
査
に
関
し

て
は
今
年
度
か
ら
初
め
て
メ
ー
ル

を
活
用
し
て
デ
ジ
タ
ル
で
調
査
、

結
果
の
回
収
を
行
う
方
針
。

全
国
私
立
高
等
学
校
定
時
制
連

絡
協
議
会
は
六
月
二
十
日
、
東
京

・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
第
三
十

八
回
定
時
総
会
と
第
六
十
九
回
研

究
協
議
会
を
開
催
し
た
�
写
真

�
。
総
会
で
は
平
成
二
十
六
年
度

の
事
業
計
画
等
を
決
定
し
た
ほ

か
、
平
成
二
十
六
・
二
十
七
年
度

役
員
の
改
選
で
は
柴
原
聖
嗣
会
長

（
綾
羽
育
英
会
理
事
）
の
再
任
が

決
ま
っ
た
。
総
会
後
に
は
、
研
究

協
議
会
が
行
わ
れ
、「
最
近
の
高

等
学
校
教
育
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
、
森
下
美
苗
・
文
部
科
学
省
初

等
中
等
教
育
企
画
課
教
育
制
度
改

革
室
高
校
教
育
改
革
係
長
と
「
私

学
助
成
を
巡
る
情
勢
」
と
題
し
て

小
林
優
一
文
部
科
学
省
私
学
部
私

学
助
成
課
助
成
第
四
係
が
報
告
。

ま
た
「
定
通
教
育
の
中
央
情
勢
」

と
題
し
て
富
田
正
次
・
全
国
定
時

制
通
信
制
高
等
学
校
長
会
事
務
局

長
が
、「
私
学
を
巡
る
最
近
の
情

報
」
と
題
し
て
福
島
康
志
・
本
連

合
会
事
務
局
長
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告

を
行
っ
た
。

こ
の
中
で
福
島
事
務
局
長
は
、

私
立
中
学
・
高
校
の
今
春
の
生
徒

数
の
状
況
や
、
文
部
科
学
省
の
調

査
結
果
等
で
も
明
ら
か
に
な
っ
た

一
部
の
広
域
通
信
制
高
校
の
問
題

を
指
摘
、
改
め
て
制
度
改
正
の
必

要
性
を
指
摘
し
た
。
ま
た
高
校
の

質
保
証
を
巡
る
状
況
な
ど
を
中
高

連
の
立
場
か
ら
報
告
し
た
。

全
国
私
立
高
等
学
校
選
抜
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会
が
八
月
二
十
六
日

か
ら
二
十
九
日
ま
で
、
甲
府
市
の

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
体
育
館
な
ど

山
梨
県
内
の
四
会
場
で
開
か
れ

る
。
今
年
は
第
十
九
回
。
主
催
は

全
国
私
立
高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
連
盟
、
主
管
は
山
梨
県
私
立
高

等
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
。
本

連
合
会
を
は
じ
め
日
本
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会
な
ど
が
後
援
す
る
。

地
区
選
抜
委
員
に
よ
り
推
薦
さ

れ
た
学
校
な
ど
男
女
各
四
十
八
校

を
原
則
に
、
学
校
対
抗
の
団
体
戦

で
行
わ
れ
る
。
選
手
は
二
年
生
以

下
、
試
合
は
三
校
に
よ
る
予
選
リ

ー
グ
戦
を
行
い
、
各
リ
ー
グ
上
位

二
校
に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
お
よ
び
下
位
一
校
に
よ
る
順
位

決
定
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
行
う
。

優
勝
校
に
は
賞
状
、
優
勝
旗
、
優

勝
杯
が
、
二
位
・
三
位
校
に
は
賞

状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
授
与
さ
れ

る
。開

会
式
は
二
十
六
日
午
後
三
時

か
ら
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
体
育
館

で
開
催
。
二
十
七
日
か
ら
は
同
体

育
館
、
昭
和
町
総
合
体
育
館
、
甲

府
市
の
緑
が
丘
ス
ポ
ー
ツ
公
園
体

育
館
、
山
梨
市
民
総
合
体
育
館
で

競
技
を
行
う
。

全退連

事
務
局
を
東
京
都
私
学
財
団
に
移
管

新
会
長
に
嘉
悦
克
氏
が
就
任

全私定協

柴
原
聖
嗣
会
長
を
再
任

研
究
協
議
会
で
文
科
省
か
ら
報
告

８月２６日～２９日

第
１９
回
全
国
私
立
高
校
選
抜

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
を
開
催
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中
央
教
育
審
議
会
（
安
西
祐
一

郎
会
長
�
独
立
行
政
法
人
日
本
学

術
振
興
会
理
事
長
）
の
第
九
十
一

回
総
会
が
六
月
三
十
日
、
東
京
・

千
代
田
区
の
学
士
会
館
で
開
か
れ

た
。
総
会
で
は
高
大
接
続
特
別
部

会
の
ま
と
め
た
答
申
案
が
同
部
会

の
安
西
祐
一
郎
部
会
長
か
ら
、
高

等
学
校
教
育
部
会
が
ま
と
め
た
審

議
の
ま
と
め
案
が
小
川
正
人
部
会

長
か
ら
説
明
さ
れ
、
審
議
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
下
村
博
文
文
部

科
学
大
臣
と
の
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。
こ
の
中
で
下
村
大
臣
は
教

育
再
生
に
向
け
て
不
可
欠
な
教
育

財
源
に
つ
い
て
省
内
の
勉
強
会
で

ま
と
め
た
内
容
を
問
題
提
起
と
し

て
説
明
、
そ
の
後
、
出
席
の
委
員

が
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
述
べ
た
。

こ
の
中
で
大
臣
は
教
育
へ
の
投

資
（
教
育
費
の
負
担
軽
減
等
）
が

子
育
て
に
対
す
る
不
安
を
軽
減
さ

せ
、
出
生
率
の
上
昇
に
結
び
つ
く

こ
と
、
親
の
年
収
と
子
ど
も
の
大

学
進
学
率
と
の
間
に
相
関
関
係
が

見
ら
れ
る
中
で
、
教
育
投
資
は
格

差
の
固
定
化
を
防
ぐ
効
果
が
あ
る

こ
と
、
ま
た
経
済
成
長
・
雇
用
の

確
保
、
将
来
の
公
的
支
出
抑
制
に

も
効
果
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
説
明

し
た
。

ま
た
教
育
へ
民
間
資
金
を
呼
び

込
む
こ
と
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

見
ら
れ
る
よ
う
な
所
得
連
動
返
還

型
奨
学
金
の
重
要
性
な
ど
を
強
調

し
た
。

委
員
と
の
意
見
交
換
で
は
、
吉

田
晋
委
員
（
本
連
合
会
会
長
）

が
、
幼
児
期
の
教
育
費
負
担
軽
減

が
考
え
ら
れ
て
い
る
中
で
、
義
務

教
育
段
階
の
私
立
小
学
校
、
私
立

中
学
校
生
へ
の
支
援
に
つ
い
て
大

臣
の
考
え
を
伺
い
た
い
と
の
質
問

を
行
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
大
臣

は
、「
今
ま
で
の
機
関
補
助
に
個

人
補
助
と
い
っ
た
バ
ウ
チ
ャ
ー
制

的
な
も
の
も
取
り
入
れ
、
機
関
補

助
と
一
人
一
人
の
子
ど
も
に
立
っ

た
補
助
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が

ら
、
私
学
に
通
っ
て
い
る
子
ど
も

で
あ
っ
て
も
十
分
（
教
育
費
の
負

担
軽
減
に
）
配
慮
し
た
い
」
と
語

っ
た
。

自
由
民
主
党
教
育
再
生
実
行
本

部
（
本
部
長
�
遠
藤
利
明
・
衆
議

院
議
員
）
に
「
教
育
投
資
・
財
源

特
別
部
会
」（
主
査
�
塩
谷
立
・

衆
議
院
議
員
）
が
設
け
ら
れ
、
六

月
十
八
日
に
初
会
合
が
、
六
月
二

十
日
に
は
第
二
回
会
合
が
党
本
部

で
開
か
れ
、
議
論
の
末
、
中
間
報

告
を
取
り
ま
と
め
た
。

そ
の
中
間
取
り
ま
と
め
で
は
、

教
育
が
国
民
一
人
一
人
に
豊
か
な

人
生
を
も
た
ら
す
だ
け
で
は
な

く
、
わ
が
国
の
成
長
・
発
展
を
支

え
る
人
材
を
育
成
し
、
日
本
再
生

に
つ
な
げ
る
こ
と
、
特
に
２
０
６

０
年
に
は
生
産
年
齢
人
口
が
半
減

（
２
０
１
３
年
比
）す
る
と
い
う
危

機
的
な
状
況
の
中
で
、
労
働
生
産

性
を
高
め
、
少
子
化
を
食
い
止
め

る
に
は
「
教
育
の
質
の
向
上
」「
教

育
費
負
担
の
軽
減
」
を
車
の
両
輪

に
し
て
教
育
再
生
に
早
急
に
取
り

組
む
こ
と
が
不
可
欠
で
、
こ
う
し

た
観
点
か
ら
も
教
育
政
策
の
在
り

方
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
が
不

可
欠
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
上

で
、
平
成
二
十
七
年
度
予
算
等
に

向
け
て
は
、
初
等
中
等
教
育
段
階

で
は
、
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金

制
度
で
真
に
必
要
な
人
に
手
厚
い

支
援
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
所
得
制

限
に
よ
り
捻
出
さ
れ
た
財
源
を
低

所
得
世
帯
へ
の
奨
学
の
た
め
の
給

付
金
等
の
拡
充
に
充
て
る
こ
と
な

ど
を
求
め
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
私
学
助
成
の
充
実
、

専
門
学
校
生
に
対
す
る
授
業
料
減

免
に
係
る
国
の
補
助
創
設
、
学
校

法
人
等
へ
の
寄
附
で
税
額
控
除
の

前
提
要
件
の
撤
廃
、
民
間
資
金
の

積
極
的
な
活
用
、
具
体
的
に
は「
教

育
資
金
の
一
括
贈
与
に
関
す
る
非

課
税
措
置
」
の
延
長
等
を
提
言
し

て
い
る
。

中
央
教
育
審
議
会
高
大
接
続
特

別
部
会
は
六
月
二
十
日
、
文
部
科

学
省
内
で
十
六
回
目
と
な
る
部
会

を
開
い
た
。
こ
の
日
は
今
年
三
月

の
審
議
経
過
報
告
を
土
台
に
、
そ

れ
以
降
の
審
議
内
容
や
教
育
関
係

団
体
の
意
見
等
を
反
映
さ
せ
た
答

申
案
が
事
務
局
（
文
部
科
学
省
）

か
ら
提
示
さ
れ
、
審
議
が
行
わ
れ

た
。
答
申
案
に
関
し
て
は
、
学
校

関
係
者
の
関
心
が
最
も
高
い
「
達

成
度
テ
ス
ト
（
発
展
レ
ベ
ル
）」

（
仮
称
）
の
在
り
方
を
中
心
に
複

数
の
委
員
か
ら
、
通
常
の
修
文
レ

ベ
ル
を
超
え
る
修
正
が
必
要
な
意

見
が
出
さ
れ
、
最
終
的
に
は
部
会

長
一
任
が
了
承
さ
れ
た
が
、
達
成

度
テ
ス
ト
発
展
レ
ベ
ル
に
関
し
て

は
「
現
在
、
セ
ン
タ
ー
試
験
は
２

日
か
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
ど
う

半
分
の
１
日
で
終
了
す
る
の
か
」

と
い
っ
た
意
見
や
合
教
科
・
科
目

の
難
し
さ
を
指
摘
す
る
意
見
な
ど

文
科
省
側
も
回
答
に
窮
す
る
課
題

へ
の
質
問
が
相
次
い
だ
。

ま
た
中
教
審
の
高
等
学
校
教
育

部
会
は
六
月
十
三
日
、
文
部
科
学

省
内
で
第
二
十
八
回
会
合
を
開

き
、
同
部
会
の
「
審
議
ま
と
め
」

に
つ
い
て
大
詰
め
の
議
論
を
行
っ

た
。
最
終
的
に
部
会
長
一
任
と
な

り
、
委
員
か
ら
出
た
意
見
を
反
映

さ
せ
て
審
議
ま
と
め
は
完
成
、
六

月
三
十
日
の
中
教
審
総
会
で
報
告

す
る
予
定
。

中
央
教
育
審
議
会
総
会

自
由
民
主
党
教
育
再
生
実
行
本
部

中
央
教
育
審
議
会
部
会

教
育
投
資
・
財
源
で
中
間
報
告
ま
と
め
る

下
村
文
科
大
臣

私
立
義
務
教
育
に
言
及

高
大
接
続
、高
校
部
会
が
審
議
ま
と
め
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◎
私
学
経
営
研
修
会

那
覇
市
に
１
２
３
名
参
集

６
月
５
日
・
６
日
、
沖
縄
県
那

覇
市
の
ホ
テ
ル
日
航
那
覇
グ
ラ
ン

ド
キ
ャ
ッ
ス
ル
で
開
催
、
２９
都
道

府
県
よ
り
私
立
中
学
高
校
の
理
事

長
・
校
長
ら
１
２
３
名
が
参
加
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
教
育
と

経
営
」
を
研
究
の
ね
ら
い
に
、
経

営
者
・
教
職
員
の
対
応
を
探
る
べ

く
研
究
協
議
を
行
っ
た
。

開
会
式
で
仲
井
眞
弘
多
沖
縄
県

知
事
は
、
人
材
育
成
に
貢
献
す
る

私
立
学
校
振
興
を
沖
縄
２１
世
紀
ビ

ジ
ョ
ン
基
本
計
画
に
掲
げ
支
援
す

る
と
述
べ
、
吉
田
晋
・
日
私
教
研

理
事
長
は
、
最
新
情
勢
を
知
り
私

学
教
育
を
広
め
る
交
流
の
場
と
さ

れ
た
い
と
挨
拶
、
名
城
政
一
郎
・

沖
縄
県
私
立
中
学
高
等
学
校
協
会

長
は
、
私
学
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

惑
わ
ず
確
固
た
る
教
育
理
念
・
個

性
を
持
つ
べ
き
と
述
べ
た
。

基
調
講
演
で
は
東
良
和
・
沖
縄

ツ
ー
リ
ス
ト
㈱
代
表
取
締
役
会
長

が
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
企
業
経
営

へ
の
挑
戦
」
と
題
し
、
若
人
が
地

球
市
民
と
共
有
で
き
る
価
値
観
を

涵
養
し
、
社
会
を
知
り
価
値
観
を

広
げ
、
志
を
持
ち
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

け
る
教
育
へ
の
期
待
を
語
っ
た
。

中
高
連
・
日
私
教
研
の
講
演
・
報

告
の
外
、
名
城
政
一
郎
・
（
学
）

尚
学
学
園
副
理
事
長
は
「
沖
縄
ロ

ー
カ
ル
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

を
育
む
」
と
題
し
、
進
学
実
績
か

ら
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
教

育
へ
の
転
換
を
報
告
し
た
。
パ
ネ

ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
教
育
を
テ
ー

マ
に
、
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

野
原
明
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
、
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
、

英
語
を
ツ
ー
ル
に
世
界
へ
羽
ば
た

く
人
材
育
成
の
課
題
、
英
語
教
員

の
海
外
生
活
体
験
（
新
川
智
清
・

沖
縄
ア
ミ
ー
ク
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
中
学
校
長
）、
レ
ク
チ
ャ

ー
型
授
業
か
ら
プ
ロ
セ
ス
重
視
教

育
へ
の
転
換
（
平
方
邦
行
・
工
学

院
大
学
附
属
中
学
高
校
長
）、
経

営
者
の
ビ
ジ
ョ
ン
明
示
と
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
反
映
、
海
外
異
文
化
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
名
城
氏
）
等
が
提

起
さ
れ
た
。

翌
日
意
見
交
換
会
で
は
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
と
経
営
、
学
校
・
教
育

改
革
、
生
徒
募
集
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
対
応
教
育
・
人
材
育
成
、
危
機

管
理
に
関
し
課
題
・
意
見
と
情
報

を
共
有
。
沖
縄
尚
学
高
校
・
附
属

中
学
校
、
沖
縄
ア
ミ
ー
ク
ス
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
中
学
校
を
訪
れ

授
業
・
施
設
を
視
察
し
た
。

来
年
度
は
山
形
県
で
開
催
。

◎
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
研
究
～
私
立
学

校
専
門
研
修
会
・
教
育
課
程
部
会

６
月
１６
日
に
京
都
市
・
国
立
京

都
国
際
会
館
及
び
同
志
社
中
学
・

高
校
で
開
催
、
２９
都
道
府
県
か
ら

１
３
２
名
の
私
立
中
学
高
校
の
管

理
職
・
教
員
が
参
加
、「
こ
れ
か

ら
の
私
学
の
教
育
課
程
」
を
研
究

の
ね
ら
い
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育

に
焦
点
を
当
て
実
施
。

中
川
武
夫
・
日
私
教
研
所
長
は

私
立
中
学
高
校
の
最
新
状
況
を
報

告
。
余
田
義
彦
・
同
志
社
女
子
大

学
学
芸
学
部
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科

教
授
の
基
調
講
演
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
育

む
２１
世
紀
型
学
力
」
で
は
、
協
働

学
習
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
文
部
科
学

省
学
び
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進

協
議
会
小
中
学
校
Ｗ
Ｇ
委
員
の
経

験
等
を
主
に
話
が
進
め
ら
れ
た
。

午
後
は
同
志
社
中
学
高
校
に
会

場
を
移
し
、
木
村
良
己
同
校
校
長

の
挨
拶
後
、
学
校
紹
介
、
研
究
授

業
、
研
究
協
議
、
研
究
発
表
、
４６

の
公
開
授
業
、
学
校
見
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
。
参
加
者
は
分
散
会

で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
と
教
育
課
程

の
諸
問
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
や

研
究
協
議
を
行
っ
た
。
閉
会
式
で

清
水
哲
雄
専
門
委
員
長
が
研
修
会

を
総
括
し
、
課
題
を
解
説
し
た
。

◎
私
立
学
校
初
任
者
研
修

関
東
地
区
千
葉
県
研
修
会

６
月
１７
～
１９
日
、
２
泊
３
日
で
、

千
葉
市
の
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
タ
ワ

ー
幕
張
で
開
催
、
８８
名
が
参
加
。

古
賀
正
一
・
公
益
財
団
法
人
千

葉
県
私
学
教
育
振
興
財
団
理
事
長

の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
私
学
教

育
」、
遊
間
千
秋
・
千
葉
県
警
察

本
部
生
活
安
全
部
少
年
課
少
年
セ

ン
タ
ー
上
席
相
談
専
門
員
の
「
問

題
を
起
こ
す
生
徒
の
理
解
と
そ
の

対
応
」、
日
野
聖
保
子
・
イ
メ
ー

ジ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
通
訳
ガ
イ
ド

の
「
社
会
人
の
為
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
」
の
３
つ
の
講
演
、
学
習
指

導
・
学
級
経
営
・
生
徒
指
導
・
専

任
教
員
の
職
務
の
４
つ
の
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
分
科
会（
自

由
討
議
）
等
が
行
わ
れ
た
。

最
終
日
、
２
日
間
の
分
科
会
で

グ
ル
ー
プ
毎
に
討
議
し
た
「
自
分

達
で
考
え
る
学
校
づ
く
り
」
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

一
般
財
団
法
人
日
本
私
学
教
育

研
究
所
は
、
５
月
１４
日
東
京
・
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
第
３
回
定

時
評
議
員
会
を
開
催
。
第
５
回
理

事
会
で
承
認
さ
れ
た
平
成
２５
年
度

事
業
・
決
算
等
の
報
告
、
審
議
議

案
と
し
て
平
成
２５
年
度
決
算
書
に

お
け
る
「
貸
借
対
照
表
」、「
正
味

財
産
増
減
計
算
書
」
が
提
案
通
り

承
認
さ
れ
た
。
又
、
今
期
は
役
員

改
選
期
で
あ
り
、
第
５
回
理
事
会

で
選
出
さ
れ
た
理
事
１２
名
、
監
事

３
名
を
選
任
。
理
事
１２
名
は
全
員

再
任
、
監
事
は
、
髙
木
監
事
、
正

村
監
事
が
再
任
、
新
た
に
伊
藤
淑

子
（
村
田
女
子
中
学
高
校
長
）
氏

を
選
任
。
尚
、
伊
藤
監
事
は
日
私

教
研
の
評
議
員
の
た
め
評
議
員
を

辞
任
、
補
充
の
評
議
員
と
し
て
嵯

峨
実
允
（
学
校
法
人
町
田
学
園
理

事
）
氏
が
就
任
。
又
、
代
表
理
事

及
び
業
務
執
行
理
事
に
は
、
理
事

全
員
の
同
意
書
を
以
て
、
吉
田
晋

代
表
理
事
、
實
吉
幹
夫
業
務
執
行

理
事
（
副
理
事
長
）
山
中
幸
平
業

務
執
行
理
事
（
同
）、
中
川
武
夫

業
務
執
行
理
事
（
所
長
）
の
再
任

が
報
告
さ
れ
た
。
任
期
は
２
年
。

日
私
教
研
は
、
全
国
初
任
研
・

１０
年
研
・
教
員
免
許
状
更
新
講
習

の
三
事
業
実
施
を
控
え
、
５
月
２０

日
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
、
第

５
回
私
立
学
校
初
任
者
研
修
等
事

業
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
今
年

度
三
事
業
の
基
本
方
針
の
決
定
と

私
立
学
校
初
任
者
研
修
等
運
営
委

員
会
の
新
設
を
承
認
し
た
。
こ
れ

を
受
け
５
月
３０
日
に
同
委
員
会
を

東
日
本
・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ

谷
、
６
月
１４
日
に
西
日
本
・
Ａ
Ｎ

Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
神
戸

で
開
催
し
た
、
東
日
本
は
須
藤
勉

委
員
長
（
東
京
学
園
高
校
副
校

長
）
他
１０
名
、
西
日
本
は
摺
河
祐

彦
委
員
長
（
兵
庫
県
播
磨
高
校

長
）
他
１０
名
の
委
員
に
対
し
て
事

業
運
営
に
当
た
り
、
日
私
教
研
よ

り
説
明
が
な
さ
れ
た
。

日
私
教
研
だ
よ
り

第
５
回
初
任
研
等
事
業
検
討
委
員
会
等
開
催

研
修
会
の
夏

い
よ
い
よ
始
ま
る

第
３
回
評
議
員
会
開
催

吉
田
晋
理
事
長
再
任
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